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荒野の40年(申命記8:1-4)
　信者である皆さんひとりひとりがどれほど貴重な存在なのかを正しく理解して、それぞれ確信と自負を持つこと、それが神様が望んでおられることです。なぜ自分が尊い存在だと自負できるかと言いますと、皆さんは間違いなく神様に愛されている方であり、神の無限の愛をいただいている方だからです。どれほど神様が皆さんのことを愛しておられるかと言いますと、御子キリスト・イエスのちを流してまでみなさんを愛しておられます。使徒20：28には、血を代価として払われて買い取られたと表現しています。それにもかかわらず、信者なのに過去のことが心の傷として残っているため、自分のことをそのようになかなか見ることができません。また、今現在も素直に自分を振り返って見たときに、あまり良いところが見られない悩みのタネばかりあって、世と人々の評価などから自分のことをそのように誇りに思うことがなかなかできない、無理だという人も多いと思います。その中には、自分がやらかしてしまったいろいろなことを思い出して、そのように言うしかない人もいるかもしれません。しかし、覚えていてください。それは世の中で作り上げられた因果応報による理論であって、神の法則にはそういうことはありません。実は、そんなみっともない私のためにイエス・キリストが血を流されて、私を神様は愛してくださったわけです。
それから、もっと素直に正直に申し上げますと、そんなみっともないみじめな私だからこそ、神様は私のことを愛して、イエス・キリストの血を流されたわけです。勘違いしないでください。神様は、人間のように偉い人、成績の良い人、よく頑張る人、心優しい人に愛を注がれると勘違いしているのですが、神様はそのような方ではありません。罪人だからこそ愛を注がれます。なぜなのでしょうか。偉い人、真面目な人間、神様に愛されるほど頑張る人、優秀な人などは、宇宙に存在しません。そのような人間は地球上にいません。だから、神様は偉い人を愛するだろうというのは勘違い中の勘違いです。最初から神様は、ご自分の御子イエス・キリストのかかとに噛みつかれて血を流すことによって、悪魔、サタンに捕らわれていたどうしようもない罪人を愛することにされました。皆さんが神様に愛され、神の無限の不思議な愛が皆さんのものになった一番の証拠が何かと言うと、何かの評価ではありません。イエス・キリストを信じるようになったことです。つまり、イエス様を信じたので神様が皆さんを愛したわけではなくて、神様が皆さんのことを本当に愛しておられるがゆえに皆さんはイエス様を信じることができたのです。他の何かにこだわっていてはいけません。こんな私をと思うでしょうけれども、そんな私だから神様は愛しておられます。刑務所の中にいる人が、どうしても自分のやらかしたこと、人に迷惑ばかりかけてきた失敗の人生を見て、だから神様に愛されるとそんな簡単に都合のいい話などはできませんと言っていましたが、人にどんな迷惑をかけて、どんな罪を犯してしまったのか分かりませんが、神様はその犯罪をご覧になる方ではありません。その犯罪よりはるかに優るどうしようもない創世記3章の原罪の問題があるから、それはつぐないによって、後悔することによってでは絶対解決することができない問題ですから、神様は無条件愛されることにしました。まだまだ自分に絶望していないから、つぎないがどうのこうの、後悔がああだ、こうだと、申し訳ないとかいろいろ引っかかっているでしょうけれども、実はそうではありません。どんな大きな罪を犯したのでしょうか。人を殺したのでしょうか。人を殺したことより悪魔のしわざに捕らわれて、地獄ののろいの運命にとらわれていることのほうが大きいのです。だから、神様はやらかしたことをいちいちこだわる方ではなくて、人の根本を見ていらっしゃる方なので他には方法がありません。イエス・キリストの血潮によって、血を流されることによって無条件ゆるされること以外にはありません。だから、皆さんは神様に愛されている方なのです。だから、尊い方なのです。ガラテヤ2：20、私は十字架とともに死にました。いまは私のうちにキリストが生きている。だから、こんな私、あんな私ではなくて、そんな私、あんな私は十字架とともに死んで新しく造り変えられたものなのです。神の愛によって。勘違いしないでください。自分自身に引っかかられないでください。人の評価に捕らわれ縛られないでください。私はイエス様を信じていることを見る。神様に愛されている者、神の無条件の愛をいただいている者なのだ。だから、貴重な存在であり、そこにとどまらずに、それを裏返しますと、これから残りの生涯、この不思議な神の愛、人間に絶対に必要なこの神の愛を伝えるために召されているものなので、貴重な存在、尊い存在なのです。
皆さんは、クリスチャンとして日本の現場、現状を見つめていただきたいと思います。この神の愛が分かっていないがゆえに、皆がさまよいつつ偶像崇拝に溺れている国なのです。この偶像崇拝が伝統、文化だというように惑わして、それが良いもののように定着して組織化しているところです。だから、生まれた時は神社、死んだ後はお寺というようにセットになって総合的に偶像崇拝の文化の中を生きるようになっている国なのです。だから、人が良いか悪いかとは関係なく、偶像の文化が骨にまで染み込んでいる国なのです。そして、それは神様を否定することなので、日本の国は人間中心主義、ヒューマニズムが世界のトップを走る国なのです。人間中心主義というのは、神様がいらっしゃらないということを大前提に大いに叫んで、だからこそ人を極めて磨くことがポイントになります。その結果、発展を遂げて、人間のレベルがものすごく優れたところまで持っていくようになります。それだけを見るとすごいと思われるでしょうけれども、それがどこから生まれたのかと言うと人間中心主義なのです。神様がいらっしゃらないがゆえに人間
を極めないといけません。それを自慢や希望や誇りにしてしまうのです。結局は、ネフィリムに捕らわれてバベル塔を建てるようなことで一番目立つところが日本の国ではないでしょうか。また、皆が気づいていないでしょうけれども、滅びのところに立たされているのに、何かのもので包装されていて皆が騙されているところです。ですから、皆さん、いまの時代、この日本の国でクリスチャンになりましたというのは、たまたまクリスチャンになった、信者になったわけではありません。この日本の国のために、皆さんひとりひとりが無限のキリストの血による神の愛を伝えるために、光を放つために皆さんが召されていることなのです。だから、貴重な存在であり、誰より尊い存在なのです。それを現場灯台と言うわけです。

これほど皆さんが尊い存在なので荒野を通らせると先週も申し上げました。特に今日は、その荒野が何日間の道のりではなくて、40年間続くようになったということを考えていきたいと思います。カナンの手前まで来て偵察を送った結果、彼らはもう私たちはここで終わりだ、エジプトに戻ろうと不信仰になってしまった結果、荒野のことが何日間ではなくて40年間に延長されることになったのです。もちろん不信仰のためなのです。でも、言葉を変えますと、必ずカナンに入って、必ずこの滅びるしかない日本の国に光を放つべきなのに、まだ準備ができていないので40年をかけて彼らをカナンに入ってカナン征服の祝福を味わうことができるものに準備して整えるために40年が必要だったのです。荒野の40年、そこで神様はどのように整えられて、何を目指して求めていらっしゃったのか。荒野の40年はどういう祝福、どういう意味なのかということを、現場灯台として召されて尊い存在である皆さんはキャッチしないといけないと思います。そこで40年の間、不信仰をしていた子孫の世代は皆砂漠で死んでしまいます。それでそのことが分かっていない新しい世代が生まれて、彼らとともにカナンに入るようになったというのが40年の第1の意味です。つまり、荒野の40年は現場灯台として召された信者にとってどういう意味を持つのかというと、徹底的に自分を否定することを学ぶわけです。カナンの征服、現場灯台の祝福を実際に味わうために求められるのは、徹底的な自分否定です。私たちはいままで生まれてきていろいろなことを学んで習ってきました。そして、それぞれいろいろな立場からいろいろな経験をしてここまで歩んできたと思います。それから、今現在も情報が氾濫している時代であり、噂として耳に入ってくるものがたくさんあります。いろいろなコメント、情報があります。そういったものによって私たちは知らず知らずのうちに価値観というものが出来上がります。別の言葉では、世界観とも言うかもしれません。その何が価値あるものなのか、何が正しいか悪いか、何が正義で何が罪なのかなど、いろいろな価値観というものが学んできて経験したこと、また、いろいろな情報や噂などによって積み上げられて出来上がってしまうようになるわけです。その価値観、世界観から自分の主張が生まれます。それが理論として、あるいは頑固さとして自分の主張というものがそこで生まれてくるわけです。そういったものに基づいて結局は、その人の願い、人生の野望や欲望などがそこで生まれてくるようなものなのです。そういうものを抱えていままで生きてまいりました。別に学んできたもの、経験したもの、特に知識の多い人、専門家の人々、専門的な知識を極めている人は、それがものすごい宝のように思うでしょうし、勉強がいらないとか経験は必要ないという意味ではありませんが、クリスチャンの私たちは素直に吟味して考えないといけません。それは正直、私たちが神様を離れて、神様を知らないまま生きてきた中で生まれてきたものではないでしょうか。つまり、そういったものはどんなに必要なもので、この世の中で通じるものであっても、神様はいないと神様を否定することを前提にして出来上がったものではないでしょうか。それにクリスチャンの私たちは気づいて認めないといけません。
そして、強いてクリスチャンの立場から申し上げると、そういった物が自分の主張や議論や価値観や、特にはそこから生まれてきた感情的なものでさえ、それは福音がよく分かっていないときに与えられたものではないでしょうか。福音がよく分かっていなかったというのは、霊的な事実については教会に通いながらもまったく無知であり無感覚であるがゆえに出来上がったものではないでしょうか。だから、律法主義的なものや神秘主義的なものやご利益的なものから、信者なのになかなか抜けられないわけです。そういうことを素直に認めてもらうために許されるものが荒野の40年なのです。結局、それが一理のある論理で必要なものであるかも分かりませんが、クリスチャンの私たちは断定します。それは霊的なこととは関係ない肉の論理に過ぎないものです。どんなにすごい理論であっても。これは無視するという意味とは違います。それなのに、そういったものが私たちの人生の中心の軸になっているのです。人間の体で申し上げると背骨のようなものになって、私たちを支えているのではないでしょうか。ときには、そういった学んだもの、経験したもの、そこから生まれた自分の主張などに対して絶対という言葉を使う時があるでしょう。何かあった場合には、他のことを考える前に、それに真っ先に走ってしまう、それを優先してしまうようになるその考え方、価値観などがあります。結局はそれを頼りにするようになります。それによって左右されます。果たしてクリスチャンはいままで学んで経験したもの、そこから出来上がってしまった自分の中にあるいろいろな価値観、主張、理論などに対して素直に問いかけないといけません。それは本当に自分の人生を支えるものなのか。そこに絶対という言葉をつけられるものなのか。中心、軸にしていいものなのかと。そこを徹底的に否定するようにされます。神様は普通に放っておいたら、理論的にキリストですと言いながらもなかなかそうならないので、荒野を通らせ、特に荒野の40年間の時期を許されるのです。それで信者が本当に心からこういったものをすべて取り上げて「私は十字架とともに死んだ」と言う告白ができるようにされます。「もはや私が生きるのではなく、私の中にはキリストが生きていらっしゃいます」。パウロのような伝道者でもⅠコリント15：31を見ると、私は毎日死ぬと告白しています。なぜ死ぬと言っているのでしょうか。こういった学んできたもの、いままで自慢していたもの、頼りにしていたもの、誇りに思っていたもの、主張していた理論などが、キリストの前に先走ってポンポン出ようとしているので、毎日殺して毎日死ぬと告白しているのです。分かっていたので。でも、その前にまず徹底的にそうだと認めて、自分否定にならないといけません。その後は、その契約を握ってそれが出るたびにただき出して潰して戦うようになるわけです。

私は少しばかりこの福音の内容がわかって、悪魔、サタンのしわざがわかって、霊的な事実が分かったときに、自分は頭の良い人間で結構、キレていてシャープな優れた何かを持っているものだと自負していましたが、ある時、気づきました。自分が考えること、自分から出るものはすべて神様のメッセージを邪魔するものなのだと。でも、なかなかそれが消えないので、神様にお願いしました。「神様、もし消しゴムがあれば、私の脳細胞の中を全部消してください」と。もちろん消されるわけではありません。でも、感謝なことは、そのような祈りを本気で捧げるようになったということです。自分否定です。徹底的な自分否定です。なぜなら皆さんは尊い存在で現場灯台としての祝福が用意されているからです。そして、徹底的に自分否定することによって、この40年の意味は、その人がほんとうの意味でキリストOnlyの人になるためなのです。人生の問題の解決は、経験したものや学んだものや自分の価値観や主張などによってできるものではありません。人生の問題の解決はキリストだけです。そして、人生の問題の解答もキリストだけです。誰かが悪いから、こうしてくれれば、ああしたからではなくて、キリストが答えです。家庭の問題も健康の問題もキリストが答えです。誰かのせい、誰かが悪いから、優しいからではありません。キリストが答えです。これがキリストOnlyの人です。ですから、キリストだけがその人の頭に残るわけです。ヨハネの福音書8章にある現場で、姦淫の罪を犯した女の人とイエス様が、最後の会話のやりとりをされます。女の人に言います。「あなたに石を投げようとしていた人々はどこにいるのか」「誰もいません」。イエス・キリストだけがそこに残っていたわけです。いままでの理論や経験やすべては去っていきました。変化の山に登られたときに、エリヤとモーセが現れたときに、エリヤも消え去って、モーセも消え去って、キリストだけが残りました。キリストだけが経験や学んだことや価値観など全部抑えられてキリストだけが残ること、これがキリストOnlyです。このために荒野の40年が設けられました。そのキリストだけが残ることによって、やっとキリストでスタートすることができるわけです。どんな過去があろうが、どんな現実がいまあろうが、自分がどんな存在であろうが一切関係なく、キリストだけで残るので、キリストOnlyであれば、そのキリストから始まると、イエスはキリスト、イエスは私のいのち、イエスは万軍の主、だから私は神の子、私は幸福者、私は伝道者ですという結論にたどり着くようになるわけです。世の中からどんなに冷たい波風が吹いてきたとしても関係ありません。キリストからスタートしないといけません。
そして、キリストからスタートすることによって、キリストによって進行するようになります。これがキリストOnlyです。つまり、進むすべての理由がキリストになります。私たちが見たときには悪いこと、良いことあるでしょうけれども、すべてがキリストの名が崇められるためです。そして、私たちに許さされているすべてのことが、勉強、仕事、家庭、健康、お金、すべてが、結局はキリストのためにあるものなのです。キリストで進むようになります。これがキリストOnlyです。荒野の40年を通して、徹底的な自分否定をして、キリストOnlyの人間に神様は整えられます。そして、そこで荒野の40年を通してひとつ悟ることがあります。今日の聖書の箇所の最後にあるように、複が40年なのに1着でした。それもボロボロにならずに新品のままで足も腫れることがありませんでした。どういうことなのでしょうか。40年間、ユニクロなどに行かなくてもいいのです。1着だけです。どういうことなのでしょうか。自分否定に走りキリストOnlyになったときに、そのキリストで十分だということを見せつけられるのです。これがカナンに入るための条件であり、現場灯台としての実際の祝福の門が開かれるためのタイミングなのです。それを神様は教えるために見せられるわけです。いつでしょうか。荒野の40年なのです。キリスト・イエスの中にあって、詩篇23篇、私に乏しいことはありません。死の影の谷を歩いているのに乏しいことはありません。ピリピ4：13、刑務所の中にいるのに、私を強くしてくださる方にあってできないことはなにもない。満ち足りています。コロサイ2：2-3、キリスト・イエスにあって、すべての知恵と知識の宝がそこにある。だから、パウロはキリストにあって、キリストの中で、in Jesus Christ。荒野の40年は、キリストOnlyと同時に、そのキリストで十分であり、何も問題にならない、何も恐れずに、何も羨まずに、何も問題にならない、どんなことにも引っかかることなどは信者にはないということを教えるためなのです。そのような中でも荒野のような私たちでは不可能と思われる、逆に不利だと思われる、だめだと思われるそこで、神様はなさるということです。これが荒野の40年です。ですから、この荒野の40年のメッセージを契約として握って、皆さん、心に覚えていてください。信者にとって無駄な時間などはありません。私たちが一見見たときには、何も実が結ばれないままずっと長続きするようなときがあります。あるいは自分は無能な存在だと思って、その状態がずっと長引くようなときがあるでしょう。そして、他の人にはいろいろな変化が見られるのに、自分にはなかなかそういった変化が見られない、リスがグルグル回るような状態が続いていると、それが無意味に思われるかもしれません。だから、無味、乾燥、ドライなときだとマンネリ化してしまうような状況があるかもしれません。それは私たちが見たときにはそうでしょうけれども、そのときこそ自分を徹底的に否定するときであり、キリストOnlyの答えをしっかりと刻み込まれるときであり、キリストで十分だという信仰にしっかり立つために、そのようなクリスチャンとして整えられる最高の時間であることを覚えていてください。つまり、カナンに入るための準備なのです。現場灯台としての準備です。
ですから、自分でなぜこんな時が、なぜこんなにも刺激のない時間がずっと続くのだろうかと思う時。あるいは、なぜ同じ失敗を繰り返しているのだろうか。なぜ信仰的な変化がなかなか見られないだろうか。なぜ目に見える実がなかなかないのか。そのように悩むようなときは、悩まずにいちばん大事な回復の時間を持つようにしましょう。1日5分でも10分でもいいです。それをバネにして徹底的に自分を否定する時間です。徹底的に自分を否定するというのは、自分の考え、思考を停止させる時間です。思考停止の時間。世の中の人々もヨガや瞑想や何かを通して、そういう時を持つでしょう。それだけでは危ないです。自分否定のために、まず思考停止の時間を持ちますが、思考停止するための信者の方法は、自分の思いや考えることと取り替えて、福音と神のみことばが支配するときです。こういう時を祈りのときと言います。祈りや自分の願いをバババっと言うときではありません。徹底的に自分否定に走るときなのです。その方法は、まずああだ、こうだ、正しい、正しくない、辛い、優しい、だめだという自分の思考を停止させないといけないのですが、停止させるためには、その代わりに福音を黙想してみことばに徹底的に深くのめり込んでいくことなのです。5分でも10分でも20分でもいいです。それが皆さんの体にも奇跡を起こすようになるし、皆さんの人生の周りに目に見えない力が現れるようになります。あなたのたましいが幸いであるように、すべての面で幸いで健康であるように。これが人間のメカニズムです。クリスチャンなのに思考停止がなかなかありません。でも、思考停止しなければいけません。先程も申し上げましたように、私たちはついつい今まで学んできて経験したことが無意識の中に入り込んでいて、そこから生まれてきてすくい上げられた理論を自分の主張としてかたくなに握っています。そこを砕いていかないといけません。停止させることです。その後また復活するでしょうけれども、1日5分でも10分でも停止させる時間を持つことがいちばん大切なのです。そのために神様は、なかなか難しいクリスチャンの場合には、愛をもって40年間の荒野を許されるわけです。だから、必ず40年間の荒野に入る理由はありません。皆さんがこの意味が分かって自分否定に走り、思考停止の時間を持ち、その代りに福音とみことばがそこに入り込んで刻み込まれるように繰り返さないといけません。それが荒野の40年です。それこそが現場灯台としての準備です。約束します。信者であれば誰でもこの荒野の40年をまっとうすれば必ず現場灯台の門が開かれます。皆さんがどれほどすごい存在なのかを現場で体験するときが必ず訪れてくることを信じてください。これを集中と言います。

この大事な時間、自分否定、思考停止の時間、福音とみことばが支配する時間、これにいちばん良いきっかけが礼拝です。皆さん、日曜日の礼拝に来るときに、ただ日曜日だから行くというのではものすごく愚かなことです。ものすごく残念です。礼拝は、いちばん集中しやすい環境ではないでしょうか。家に何をおいてきたのか。どういう約束、ミーティングがあるのか分かりませんが、全部忘れてただみことばだけに集中してみてください。1時間にも足らない、最近はもう30分ぐらいでメッセージは終わります。そのあとまた元に戻るにしても、その30分で皆さんの30年をいやすようになります。その礼拝をもって個人的な祈りの時間をもってください。先生、私は教会のことも信仰のこともよく分からないので祈りもよくできません。皆さんが信者であればできないことなどありません。時間を設けるだけでいいのです。そこで自分を否定するのだというつもりで、日曜日のメッセージを福音のメッセージを深く考えて、それが自分なのだと考える時間を持つだけで十分です。約束します。病気の人は病気がいやされます。特に精神的な問題はこれで治ります。
そして、これはすぐうまくいった、いってないとか、そういう次元の話ではないので、忍耐をもって繰り返しやってみてください。必ず40年が終わりカナンの門が開かれます。現場灯台として実際に光り輝くときを見るようになります。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。イエス・キリストの血潮によってひとりひとりをいのちあるものとして召してくださり、そして、この神の愛を伝えることができる現場灯台として、尊い祝福の存在として召していらっしゃることを感謝いたします。しかし、過去のいろいろなものが私たちの祝福を邪魔するので、神様は愛をもって荒野の40年を通して徹底的に自分否定に走り、キリストOnlyの信仰に立って、キリストで十分だという信仰を持って、カナンの現場征服の祝福の主人公として立てていらっしゃることを感謝いたします。兄弟姉妹がこの自分否定の、そして、思考停止の時間、キリストOnlyを告白する時間をしっかりと設けることができますように。そして、忍耐をもって繰り返すことによって現場灯台としての答えを具体的に見ることができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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